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学校教育アンケートの結果と考察について 

 

平素は本校の教育活動にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。 さて、保護者の皆様にご協力いただいた『学校教育アン

ケート』の集計および結果の整理を行いました。児童アンケート についても同様に、調査結果の分析を行いました。それらをもとに下

記の通り報告いたします。今後の学校教育に生かしていきたいと存じます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のアンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

 自律    自分で考え、判断し、行動する        

 協働    ちがいを豊かさにする 

 創造    自ら創り出す 

【めざす学校像】 

一人ひとりが可能性を発揮し、笑顔あふれる学校 

【めざす子ども像】 

  き・・・共感力を働かせ 

  た・・・互いを大切にし 

や・・・やる気いっぱいで 

  ま・・・学び・考え・行動する 

  だ・・・誰もが輝く北山田っ子 
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学校は、教育目標や努力目標を分かりやすく伝えている。

学校だよりやホームページ等で学校の活動や取り組みの情報がよく伝わっている。

学校の施設・設備は学習環境面でほぼ満足できる。

学校は、保護者が授業や行事の参観をできるように機会を設けている。

学校は、子どもの安全管理について配慮している。

学校では、子どもに関するプライバシーが守られている。

学校は、保護者と話す機会を設けている。

学校は、家庭や地域との連携を大切にしている。

子どもは、学校に行くのが楽しいと言っている。

学校は、発達段階に応じて子どもに人権を尊重する意識を育てようとしている。

「あゆみ」は子どもの学力や達成感を適切に評価できるように工夫されている。

教職員は、子どものことについての相談に適切に応じてくれる。

教職員は、熱意をもって教育活動に取り組んでいる。

子どもは、授業がわかりやすいと言っている。

学校は、いじめに対して適切に対応している。

子どもは、挨拶ができるようになってきた。

家庭では、子どもがどのような学習をしているのか確かめて、時々学習の話をして…

家庭では、子どもが家庭学習をするとき、学習しやすいように気を配っている。

家庭では、対話の時間が持てるように努力している。

学校教育診断アンケート集計（保護者用）

そう思う（％） だいたいそうおもう（％） あまりそう思わない（％） そう思わない（％）



【学校経営に関するもの】 

昨年度に引き続き、「そう思う」「だいたいそう思う」の肯定的評価が多くの項目で９割を超えていました。特に「学校は

教育目標や努力目標を分かりやすく伝えている」や「学校だよりや学年だより・ホームページ等で学校の活動や取り組みの

情報がよく伝わっている」といった項目は、昨年度よりも肯定的評価の割合がさらに高くなりました。学校だよりや校長ブ

ログ等を使い、本校の教育理念やそれに基づいた日々の教育活動や子どもたちの様子を発信してきたことに加え、今年度新

たに開催したサポーター説明会や入学説明会・入学式等、機会をとらえて保護者の皆様に直接校長からお伝えしてきた成果

と考えます。これからも様々な形で情報発信を続けてまいります。 

学校の施設・設備に関しては、昨年度に引き続き肯定的評価が９割を切る結果となりました。今年度は体育館へのエアコ

ンの設置や運動場の遊具の増設など、市も限られた予算の中で本校の環境整備に取り組んでいただきました。来年度もいく

つくかの改修工事を計画していただいていますが、まだ予算要求段階のため、詳しく決まり次第、学校だより等を通じてお

知らせいたします。今後も教職員による点検・修繕や、清掃活動など、安全面や衛生面での管理を行うとともに、関係機関

にさらに働きかけて参ります。 

その他の項目におきましても、肯定的評価が９割を超え、概ねご理解いただいていることに深く感謝いたします。今後も、

引き続きご支持いただけるよう取り組んでまいります。 

 

【教育活動に関するもの】 

今年度も「子どもは、学校へ行くのを楽しいと言っている」等、日々の教育活動に関する項目のほとんどについて、 9 割以上の保護

者の皆様に肯定的な評価をいただきました。 

昨年度課題として挙げていた「子どもは、授業がわかりやすいと言っている」の項目については、昨年度と比べ、肯定的評価の割合

が高くなりました。今年度も「自分で考え、表現し、行動していく子を目指して」という研究主題のもと、多くの授業研究を積み重ねてき

た成果と考えます。引き続き、子どもたちが多様な考えを伝え合うことで学びが深まるような授業を目指し、研究・実践を積み重ねてま

いります。 

「『あゆみ』は子どもの学力や達成感を適切に評価できるように工夫されている」については、昨年度に比べ肯定的評価の割合は

高くなったものの、８６％にとどまりました。今後も学年だよりやあゆみの見方、学級懇談会等において、観点別の評価の判断基準など

をより具体的に分かりやすくお伝えするように努めていきます。 

 

【家庭教育に関するもの】 

  教育活動の両輪として学校と家庭との協力・連携は不可欠であることから、昨年度に引き続き、今年度も家庭教育に関する項目に

もご回答いただきました。3つの設問ともに肯定的回答が 9割以上となり、子どもとの会話の時間を大切にしていただいていることや、

子ども達が学んでいる内容に関心を持ってご家庭で振り返っていただいていることなど、大変ありがたく思います。  

 

児童のアンケートより 
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学校は楽しいですか？

すすんで、あいさつをしていますか？

こまったことは、先生に話していますか？

ともだちがこまっているときに声をかけたり，助けたりしていますか？

ともだちとトラブルになったときに、話し合って解決していますか？

早寝早起、朝ご飯を食べるなど、できていますか？

すすんでそうじをしていますか？

給食は好き嫌いなく食べていますか？

次の日の準備をわすれずにしていますか？

授業はわかりやすいですか？

授業中、よく自分の考えを話したり書いたりして伝えていますか？

授業中、しっかり話を聞けていますか？

自分からすすんで本を読んでいますか？

最後まであきらめずに、勉強していますか？

家で、毎日勉強していますか？

学校や学級のきまりや約束は、守れていますか？

タブレットの約束は守れていますか？

授業中、タブレットを使うことで、よりよく学べたと感じることはありますか？

どんな理由があっても、いじめは絶対にしてはいけないと思いますか？

学校では自分の良いところを認めてもらえていると思いますか？

自分には、良いところがあると思いますか？

だれかに言われてではなく、自分で考えて行動できていますか？

学校教育診断アンケート集計 （児童用）

そうおもう だいたいそうおもう あまりそうおもわない おもわない



【学校生活に関するもの】 

「学校は楽しいですか？」の項目に対し、「そう思う」という強い肯定的回答の割合が５２％と昨年度と比べて１０ポイント近く低くなっ

ており、非常に気になる結果となりました。また、１割程度の児童が学校生活に不安を抱えており、次年度へ向けての課題と捉えていま

す。多様性が認められ、誰もが安心して自分らしく過ごすことができ、一人ひとりが楽しいと思える学校になるよう、一つひとつの課題

に対して丁寧に対応していきたいと思います。 

「どんな理由があっても、いじめは絶対にしてはいけないと思いますか？」の項目では、昨年度と同様に９６％の子どもが肯定的回答

となり、そのうちの「そう思う」という強い肯定的回答の割合は、昨年度を上回りました。「いじめ予防授業」の成果により多くの児童が

「いじめは許されない。」という意識を強く持ち始めていることが伺えます。今後も１００％を目指し、すべての児童が「いじめは絶対して

はいけない」ということを理解し、実践していけるように「いじめ予防授業」を内容についてもより自分事として考えられるよう工夫を重

ねながら、教職員も共に人権意識を高め、日々関わっていきたいと思います。 

「自分には良いところがあると思いますか？」や「学校では自分の良いところを認めてもらえていると思いますか？」については、他の

項目と比べて肯定的回答がやや低い割合となりました。我々教職員が大人の都合だけで子どもたちを褒めるのではなく、すべての子

ども一人ひとりが持っている良さを価値付け、認めていくことが大切だと考えます。これからも研修を重ねながら、多様な子どもたちが

互いの違いを認め合える学校づくりに取り組んでまいります。 

 

【授業・学習に関するもの】 

本校では深い学びのため、授業の中で小集団やペアでの対話の機会を多くとっているので、「全体での発表」だけにとらわれない

よう、今年度より「授業中、よく自分の考えを話したり書いたりして伝えていますか？」という項目に変えました。昨年度の「授業中、よく

発表していますか？」より、肯定的回答の割合は大きく上がり、７割を超えました。これからも子どもたちがより主体的に考えを伝え合い、

学びを深められるよう、授業研究を続けてまいります。 

  また、今年度新たに「授業中、タブレットを使うことで、よりよく学べたと感じることはありますか？」という項目を増やしましたが、８５％

が肯定的回答となりました。すべての授業で学習用端末（iPad）を使用しているわけではありませんが、学習用端末を使って表現した

り、交流したり、調べたり、まとめたり、記録したり、ドリルとして活用したり・・・と、効果的に学習に活用できているようです。これからも学

習用端末を使うこと自体が目的とならないよう、デジタルシティズンシップ教育と並行しながら、子どもたちの深い学びのために活用し

ていきます。 

 

【家庭生活に関するもの】 

昨年度と比較すると、「早寝早起き、朝ごはんを食べるなどできていますか？」７９％→８０％、「次の日の準備を忘れずにしています

か？」７７％→７４％、「家で毎日勉強していますか？」８０％→７４％、と昨年度に比べ、肯定的回答の割合がほぼ横ばいか下がる結果

となりました。宿題を含めた家庭学習についての重要性や自分で必要な持ち物をそろえる習慣の大切さについて、引き続き子どもた

ちに伝えてまいります。 
 

 

保護者自由記述より 

自由記述にたくさんのご意見をいただきました。ありがとうございます。今年度も温かなお言葉が多く、教職員一同大変励みになり

ました。多数ご記述いただきましたので、すべてを掲載できないことをご了承いただきますようお願いいたします。多かった記述内容等

について、今後改善できることも含めて考察いたしました。  

 

【学校行事・参観等について】 

（音楽会） 

・２年生は（学級閉鎖のため）本番参加できずに代替日での開催でしたが、保護者だけでなく他の学年も見に来てくれて良かったです。（他多数）

また、振り付けを他の学年の子があざ笑ったりするのではなく、真似してくれていたのがいい雰囲気だなと思いました。 

・音楽会の時期をインフルエンザや感染症の少ない時期に変更してほしい。（他多数） 

・動画や写真を撮らせてほしい。（他多数） 

・もう少し保護者スペースを舞台に近くしてほしいと感じました。 

・音楽会の発表が工夫されていた。とても感動した。保護者が床に座る点については再考してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

→今年度は音楽会直前に学級閉鎖となったクラスがあり、急遽該当学年の発表を別日に行いました。実施時期についてのご意見もいただきました 

が、１１月は例年であればインフルエンザ等が流行る時期ではなく、他の行事との兼ね合いもあることから、来年度も同時期を予定しています。昨 

年度に引き続き、動画については保護者の方の賛否のご意見も踏まえ、検討を重ねましたが、多くの演奏会に準じて良好な鑑賞の場をつくり上げ 

るため、今年度も撮影禁止とさせていただき、後日 Teamsでの動画配信とさせていただきました。保護者席については、どうしても子どもたちの後 

ろとなるため、遠い位置となり申し訳ございません。音楽会は、子どもたちが歌唱や演奏を発表し、それを鑑賞し合う学習の場という位置付けで実 

施しているため、保護者の皆様にはご不便をお掛けする場面もございますが、ご理解いただければ幸いです。子どもにとっても保護者にとっても心 

地よい場になるよう、いただいたご意見を参考に検討を重ねてまいります。 



（参観・学校公開） 

・特別な行事もいいんですが、普段の様子を見たいと思うので「プール学習」の見学が良かったなと思いました。 

・日曜参観があることで、平日仕事で休めない夫も参観することができて感謝しております。 

・毎年、学校公開日を設けて、参観日では観られない給食や授業以外の時間も参観できるので、学校の様子がよく分かってうれしいです。 

 

 

 

 

 

【iPadや連絡ツールについて】 

・毎日持ち帰る iPadが重すぎるので、連絡帳は工夫していただいて学校に置いて充電もできるようにしてほしいです。（他多数） 

・放課後は毎日学童に通っていますが、タブレットを使用する宿題は学童ではできないため、帰宅後に取り組むこととなります。わずかな家族団らん

の時間が削られてしまったり、就寝時間が遅くなってしまったりするので、日々の宿題はタブレットを使用しないでできる内容にしてほしいです。 

・共働きで、日中に学校に確認の連絡をすることができません。メッセージやメール、チャット、さくら連絡網などで、質問できるフォームがあればよい

かと思います。 

・現在、さくら連絡網は病欠時等の連絡が主ですが、それ以外でも気づいた点等があれば、さくら連絡網でも連絡できるようにしていただけたらと

思います。 

・気になったことがあった際に、どこに相談すれば良いか分からず、日中は仕事で学校が開いている時間に電話できず、こんなことで相談していい

のか迷うことがあるので、その際はメールでなど、ことの重大さに合わせて気軽に相談できる窓口があればいいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【施設について】 

・お手洗いが不衛生に感じたり寒すぎるなどで使いにくいようですが、改善されませんか？お手洗いだけでも清掃は年に数回、業者さんに入ってい

ただき、もう少しレベルの高い清潔度合いにしていただけないでしょうか。 

・校舎、特にトイレなど、設備を新しくしてほしい。環境改善してほしい。 

・掃除用具の劣化や不足、エアコンの清掃などが気になるので、その点の改善ができたらさらにうれしいと思う。 

・中庭にバスケのゴールがあるのに使用できないのが残念。他の学校は基本は運動場にあるので、使用できるようにしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・１クラス当たりの人数が非常に多く、先生が大変そうに感じる。（他多数） ・親の意見、子どもの意見が言える場所（サイト）があればいいなと思

う。ブロードリスニングの導入。 ・今年のフレンドパーク（PTA 行事）は今までになかった謎解きのイベントで、子どもたちも大人もみんなでわいわ

い話しながらできてすごく楽しかったです。（他多数） ・学級代表が集まって子どもたちで学校のルールについて話し合っている取り組みがいいな

と思います。「子どもを信じる」学校の姿が見える気がして素敵だなと。 ・学校だよりの校長先生の話や、カウンセラーの先生のコラムが興味深く、

毎月楽しみにしています。 ・修学旅行の平和学習は、家庭ではできない体験型の学習なので、いい学びになったと思います。（他多数） ・子ども

が自由に発言できるチャンスと、教員が子どもの話を聞く時間を増やしてほしいです。 ・子どもの友人が洗剤や柔軟剤の香りで頭が痛いと言って

ました。 ・十字路で横断歩道を渡らずに、手前の手すりからすり抜けて、走って渡る子どもが多いです。 

→アンケート結果からも「学校は保護者が授業や行事の参観をできるように機会を設けている」の項目において肯定的な意見が９９％となり、高い評 

価をいただくこととなりました。来年度も引き続き、お子様の学校での様子をご覧いただける機会を確保してまいります。また、お時間がありました 

ら、ご自身のお子様以外の学年や学校全体の様子も感じられるサポーターとして、ぜひ学校に足を運んでいただければと思います。 

→施設に関しては市の担当部局が市内の全公立学校に対して計画的に改修を行っているため、すぐに対応は難しいですが、老朽化等による修繕 

は、随時対応していただいています。毎年ご指摘いただいているトイレについては、例年４回業者清掃が入っていますが、老朽化しすぎて清掃にも

限界があるようです。旧式のトイレ改修工事は、市内の全公立学校で順を追って計画が進んでいるところですが、本校の改修工事はもう少し先の

予定になっています。普通教室のエアコンについてもかなり年数が経っているため、改修工事が予定されています。詳しく決まり次第、お伝えいたし

ます。バスケットゴールもかなり老朽化が進んでいますが、安全面で移動や使用に耐えうるか、担当部局に確認の上、対応を検討したいと思いま

す。 

→たくさんの貴重なご意見、ありがとうございました。今後のよりよい学校運営のための参考にさせていただきます。 

→今年度も iPad の毎日の持ち帰りの負担についてのご意見を数点いただきました。持ち帰るものを精選し、できる限り重くなりすぎないように心掛

けてはいますが、それでも特に低学年児童には負担に感じているようです。一方、クラスの Teams で毎日の宿題や連絡を送ることで、児童や教師

がお知らせカード等を欠席者の人数分作成し、届ける必要がなくなるとともに、児童による誤投函を防ぐことにはつながりました。また、学校での学

びからさらに興味を広げたり、深めたりと家庭学習での活用を想定していますが、学童では使えない等の課題のご指摘もありました。iPad の授業

以外での活用については、様々なご意見を踏まえながら、引き続き検討していきたいと思います。 

連絡ツールについては、欠席連絡以外でさくら連絡網を使えないかとのご意見をいただきましたが、現段階ではさくら連絡網の用途として想定

されておりません。市単位で導入されているさくら連絡網は、欠席や遅刻といった連絡とその理由がそのまま出席簿（保存義務のある公文書）に反

映されるシステムになっているため、実態と異なる連絡を受けた際は、担任が修正をかける作業が必要となります。ご不便をおかけしますが、出欠

席以外のご連絡は電話、または連絡帳を通じてお願いいたします。 

 


